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長住協は「長寿命住宅の基盤作り」 を

部材の標準(共通)化を通じて推進してまいります。

⾧期使用住宅部材標準化推進協議会
　http://www.chojukyo.jp　　　　　問い合わせ窓口　　　　

　⾧期使用住宅部材標準化推進協議会事務局

　　　　 当協議会は、経済産業省の研究会の提言に基づき 住宅部品・部材の標準(共通)化の推進団体
　　　　として設立され、大手住宅メーカー・建材メーカー・住宅設備機器メーカーが一堂に会し、住宅を⾧く
　　　　住み継ぐ為に不可欠なメンテナンスを容易にする為、住宅部材の標準(共通)化を推進する事を目的　　　　として活動しております。

　大和ハウス工業株式会社　電話:03-5214-2880    E-mail:cjk@chojukyo.jp　１０時～１７時　　　定休日:土・日・祝日

運営組織

参加企業　(50音順)

・共通化部材選定分科会
・躯体・外装共通化分科会
・外装開口部共通化分科会
・内装・内部建具共通化分科会
・設備共通化分科会

・共通部材使用表示事業分科会
・普及・広報分科会
・標準化・共通化ガイドライン分科会

●朝日ウッドテック株式会社

●アトムリビンテック株式会社

●アルメタックス株式会社

●株式会社ウエスト

●株式会社ウッドワン

●栄四郎瓦株式会社

●永大産業株式会社

●株式会社太田製作所

●株式会社オプナス

●家研販売株式会社

●株式会社神仲

●河合製巧株式会社

●株式会社川口技研

●河淳株式会社

●近畿セラミックス株式会社

●ケィ・マック株式会社

●ケージーパルテック株式会社

●株式会社ＫＶＫ

●株式会社コンサルテック社

●ＳＡＮＥＩ株式会社

●三州野安株式会社

●三洋工業株式会社

●株式会社システックキョーワ

●株式会社シブタニ

●ジャパン建材株式会社

●新東株式会社

●スガツネ工業株式会社

●住友林業クレスト株式会社

●セイキ販売株式会社

●積水ホームテクノ株式会社

●セブン工業株式会社

●大征工業株式会社

●株式会社タカギ

●タキロンシーアイ株式会社

●株式会社鶴弥

●DICデコール株式会社

●テクノエフアンドシー株式会社

●株式会社デザインアーク

●デニカ株式会社

●株式会社テンサン

●トーソー株式会社

●東プレ株式会社

●株式会社ナガエ

●株式会社中尾製作所

●ナカ工業株式会社

●株式会社長沢製作所

●中西金属工業株式会社

●中西産業株式会社

●株式会社ニシムラ

●株式会社日本アルファ

●日本ベルックス株式会社

●株式会社ノダ

●株式会社ノーリツ

●株式会社ハウテック

●株式会社パロマ

●株式会社日中製作所

●フクビ工業株式会社

●富士スレート株式会社

●冨士ファニチア株式会社

●双葉実業株式会社

●株式会社ベスト

●マツ六株式会社

●マルスギ株式会社

●株式会社丸惣

●株式会社ミズタニ

●三井ホームコンポーネント株式会社

●美和ロック株式会社

●株式会社ムラコシ精工

●安田株式会社

●株式会社屋根技術研究所

●株式会社ライズ

●利高工業株式会社

●リョービ株式会社

●リンナイ株式会社

●若井ホールディングス株式会社

●株式会社渡辺製作所

賛助会員 76社

●旭化成ホームズ株式会社

●株式会社エクセルシャノン

●クリナップ株式会社

●ケイミュー株式会社

●三協立山株式会社

●三和シヤッター工業株式会社

●住友林業株式会社

●積水化学工業株式会社

●積水ハウス株式会社

●株式会社ダイケン

●株式会社ダイドー

●大和ハウス工業株式会社

●タカラスタンダード株式会社

●ＴＯＴＯ株式会社

●トクラス株式会社

●トヨタホーム株式会社

●ニチハ株式会社

●パナソニック ホームズ株式会社

●不二サッシ株式会社

●文化シヤッター株式会社

●丸一株式会社

●ミサワホーム株式会社

●三井ホーム株式会社

●吉川化成株式会社

●株式会社ＬＩＸＩＬ

●ＹＫＫ ＡＰ株式会社

正会員 26社



① 「長期使用対応部材(CjK部材)」の仕様の標準化事業 ④  関係官庁、機関等への提言及び関係団体並びに研究機関等との連携

　長期使用住宅部材標準化推進協議会

②  部材等共通化基準整備事業 ⑤  その他、本会の目的を達成するために必要な事業

　会長　中村　康夫
③  長期使用に対応した部材に関する調査研究事業

　当協議会は住宅部材・部品の標準化推進団体 今後の方向性も俯瞰していかなければなりませ

として発足し、10年の節目を迎える年となりま んが、あらためて軸足を見直すための原点回帰

した。この10年の間に住宅産業を取り巻く環境 も必要な時期かとも考えます。これからは、協

は大きく変化してまいりました。新たな住生活 議会の資産であるCjK部材の定着を図ることを

基本計画のもと、住宅ストック活用型市場への 重点活動の一環としていきたいと思います。そ

転換や住宅循環システムの構築を実現するため こで、節目の年を迎えた協議会のホームページ

の施策が活発になっています。そのような時代 のリニューアルも計画しております。それらの

への変化を予測し、当協議会では住宅メーカー、 活動のもとで当協議会をより身近なものに感じ

設備・建材メーカーのリーディングカンパニー ていただけましたら幸いです。

が参画し精力的に取り組み、多くの長期使用対 　当協議会の活動が、住まい手のより豊かな住

応部材（CjK部材）を標準化しています。適切 生活への実現に貢献するとともに会員各社およ

なメンテナンスは住まいの寿命を延ばし快適に び住宅関連産業の拡大へとつながるよう推進し

します。そのためには、メンテナンスをより容 てまいります。

易にできる互換性を持った部材・部品を標準化 　経済産業省、会員各位におかれましては、引

・共通化することがより重要となってきます。 続き協議会へのさらなるご支援・ご協力を賜り

　設立当初の協議会ロードマップも後半に入り、 ますようお願い申し上げます。

　長期使用対応部材(CjK部材)は、長期にわたってメンテナンスを容易にする為に互換性を持たせた部品・部材です。長期使用

住宅部材標準化推進協議会では、住宅部材の標準(共通)化に向けた調査・研究を行い検討した結果、部材の登録をしました。

　経済産業省 製造産業局生活製品課 住宅産業室長 兼 企画官　

　縄田　俊之

　住生活基本計画においては、購入した住宅の り巻く環境の変化の中、益々重要となっている

維持管理やリフォームの適切な実施により、住 と考えております。

宅の価値が低下せず、良質で魅力的な既存住宅 　貴協議会の発足から１０年、「長期使用対応

として市場で評価され、流通することにより、 部材（CjK部材）」について、部材の寸法など

資産として次の世代に承継されていく新たな流 の標準化が数多く進められています。今後は、

れ（新たな住宅循環システム）を創出すること 標準化された部材の流通普及、そして定着に向

が目標として掲げられています。 けた取組が推進されていくものと認識していま

　住宅の適切な維持管理やリフォームの際には、 す。現在も取り組まれていますが、関係業界と

日々のメンテナンスが行われているかが重要な の連携等により、CjK部材が幅広く、深く浸透

ポイントになります。一方で、わが国の住宅で することが重要です。消費者が容易に手に入り、

は、メンテナンスを行う際に必要となる交換部 交換できる部品・部材となり、住宅の長寿命化、

材の標準化が十分に進んでいないことから、消 安全性・快適性の確保に、大いに効果を発揮す

費者、メーカ一にとって非効率な状況となって ることを期待しております。

います。 　貴協議会の活動が、住宅部材の長期使用対応

　こうした中、住宅メーカ一、建材メーカ一、 及びリフォーム需要の拡大、既存住宅市場の活

住宅設備メーカ一等の先駆的な企業による貴協 性化に寄与することで、消費者のメリッ卜、な

議会の活動は、住宅の長寿命化に必要な住宅部 らびに住宅、建材、住宅設備関連各社の持続的

材の互換性やメンテナンス性の確保のための環 な発展につながりますよう、心より祈念いたし

境整備を行うものであり、近年の住宅産業を取 ます。

※ 基準書は長住協のホームページ（ＵＲＬ http://www.chojukyo.jp)をご参照ください。

会長挨拶

事業内容

長住協に

対する期待

登録部材


